
問い合わせ先／公益社団法人化学工学会 第90年会実行委員会事務局　inquiry-90a@www4.scej.org

VISION 2036
概要

昨今、アカデミアからのみならず、大企業からも含め、スタートアップ創出が大きなトレンドに
なっている。スタートアップ創出は、社会実装手段として有用であるが、同時に重要な事は
「これを担う人材」である。本講演では、エコシステム形成の観点から社会実装における人材
の意義と、どのように育てていくべきか論じる。

テクノロジーの社会実装と人材
～エコシステム形成の観点から～

新たな価値創造には、クリエイター（創造者）、プロデューサー（推進者）、ガーディアン（守護
者）の3つの役割が不可欠です。本講演では、それぞれの役割に応じた人材育成の必要性
を解説し、単なる育成にとどまらず、育成した人材が成果を生み出せる環境づくりの重要性
についても議論します。多様な評価軸を活用し、新たな価値を生み出すための実践的アプ
ローチを共有します。

価値創造のための3つの役割と「場」の重要性
大阪大学フォーサイト（株）/OUFS  長峯 志甫 氏

『学会』は国内に2000を超える団体があり、延べ会員数として360万人が在籍している。各学
会は、一部の研究者が多大な労力を費やして運営しているにもかかわらず、自発的投稿の乏し
い雑誌、内職が頻発する集会、あるいは効果の見えないアウトリーチといった虚無に覆われて
いる。学会は本当に必要なのだろうか。

学会不要論を超えていけ
海洋研究開発機構・日本学術会議若手アカデミー  川口 慎介 氏

ファシリテーター ： 下山 裕介 （東京科学大学）、 井上 元 （九州大学）
登壇者 ： シンポジウム講師 ＋ 化学工学会会長 森川 宏平　

社会実装を加速させるVison1

多様な評価軸で新たな価値を創造するVison3

広い連携で社会変化に機敏に対応するVison2

ユニバーサル マテリアルズ インキュベーター（株）/UMI  木場 祥介 氏
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13:00~13:20 C113　趣旨説明 小野 努（岡山大学）

13:20~14:00 C114　招待講演 座長：笘居 高明（東北大学）

14:00~14:20　休憩

14:20~15:00 C117　招待講演 座長：花田 汐理（三井化学）

15:40~16:00　休憩

16:00~16:40 C122  総合討論

15:00~15:40 C119　招待講演 座長：渡邉 哲（京都大学）
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オンライン

化学工学会第90年会

オーガナイザー：小野 努（岡山大学）、下山 裕介（東京科学大学）、井上 元（九州大学）、植松 隆史（花王（株））、金 尚弘（東京農工大学）、笘居 高明（東北大学）、二宮 航（三菱ケミカル（株））、
花田 汐理（三井化学（株））、日出間 るり（名古屋大学）、松田 圭悟（名古屋大学）、吉宗 美紀（産業技術総合研究所）、若林 里衣（九州大学）、渡邉 哲（京都大学）

主催：化学工学会 ビジョン推進委員会
オーガナイザー：小野 努（岡山大学）、下山 裕介（東京科学大学）、井上 元（九州大学）、植松 隆史（花王（株））、金 尚弘（東京農工大学）、笘居 高明（東北大学）、二宮 航（三菱ケミカル（株））、
花田 汐理（三井化学（株））、日出間 るり（名古屋大学）、松田 圭悟（名古屋大学）、吉宗 美紀（産業技術総合研究所）、若林 里衣（九州大学）、渡邉 哲（京都大学）

主催：化学工学会 ビジョン推進委員会

東京理科大学 葛飾キャンパス
講義棟2F 201講義室ハイブリッド

開催

13:00~16:40

2025

3 12 水

P R O G R A M



学会

学術
技術

研究者
技術者

公益社団法人化学工学会 Vision 2036 策定委員会

化学工学会 VISION 2036 資源循環経済への移行、産業の脱化石資源化、モビリティの電動化な
ど、様々な文脈で社会の変化の加速度が増している。基礎研究からはじ
まり、単一の組織の中で応用研究、実用化研究、技術実証と進み、社会
実装につなげるとのリニアモデルや技術駆動型研究開発だけでは、もは
や近年の社会変化の速度に対応することができない。
速い社会変化の背景には、社会の多様性と変容が進むことに加えて、グ
ローバリゼーションによる問題の複雑化や気候変動など広範な問題があ
る。このような大規模で複雑な問題を解決するには、化学工学の強みが役
立つであろう。例えば、石油化学工業のみならず、多様な社会起点の課題
に対しても、地域と時代に応じた現実的な最適解を提供してきた実績があ
る。また、対象を要素とつながりで捉え全体を俯瞰的に捉えることのできる
化学工学は、学術の結合や技術の結合を促し、課題解決に貢献できる。
このような化学工学の強みに加えて、研究開発やビジネスの転換をデータ
駆動化によって進めることで、新たな価値をもつモノ、コトを創造していくこと
ができる。加えて、私たち化学工学に携わる研究者・技術者は、原子・分子
から地球規模までにまたがるトランススケール思考を磨き、社会の変化に
素早く対応し課題解決につなげるためには、学理や技術をスモールスター
トで活用することで、新たな価値創造の機会にしていくことが重要である。
20世紀の産業界は、生産効率やコスト低減を追求し、大量生産・大量消
費を背景として経済成長を実現してきた。21世紀の未来は、有限の地球
を認識し、人を中心とした視点から多様な価値観を考慮して未来を描く必
要がある。価値創造もしくは課題解決に向けた要諦を同定し、最優先の
研究開発に取り組んでリーンスタートアップするなど、従来と異なる視点、
機敏さで価値創造を実現できる人材を育成することが重要になる。
このような背景から、化学工学会は「人と科学技術で社会の未来を拓く」
ことを果たすべき使命（ミッション）として、創立100周年となる2036年に
向けて以下の３つのビジョンを掲げて邁進していく。

社会実装を加速させる
これからの化学工学者には、化学工学の学問を活用して既存の技術や事業を高度化することが求められるだけでなく、社会起点で課題を設定し、新しい価値を創造すること
が期待されている。そのためには、世の中に深く根ざした問題を解決できる技術を社会実装することが重要である。ここで新しい価値を創造し社会実装につなげるには、地域、
時代に応じた価値観を捉え、それに応じた目標を適確に設定する必要がある。同時に、高度なデータ活用を進め、モノづくりの視点に加えてコトづくりの視点を取り入れ、事業
の転換を目指すことも重要である。地球規模の視点の重要性は言を俟たないが、地域の特性に合わせた産業構造の構築や、地域レベルでの実装と検証も同じように大事な
取り組みである。人類の直面する課題に挑戦するにあたっては、理念と同時に事業として成立させることが必須である。
学会は、あるべき未来の姿を描き、その実現に向けた研究開発要素を同定するための議論の場を提供する。また、そのような環境を通じて、社会実装に関する学問の体系化
を進めるとともに、新産業を創出する、あるいは社会実装を加速する人材を産学官が協働して育成する。

広い連携で社会変化に機敏に対応する
変化する社会における複雑化する課題に対して、化学や工学を基盤としてシステムを要素とその関係性で的確にとらえることが化学工学の強みであり、分野をまたがる協働
のプロジェクトマネジメントに必須である。一方、現在の化学工学の学問体系に包含されない知識を組み込んだ新学問体系の構築を進めるとともに、時代の変化に即応して
化学工学会の機能、体制を刷新していく。
社会の変化により迅速に対応し、実装に貢献するためには、既存の枠を越えた連携・融合、学術の結合、技術の結合を促進することが重要である。学会の内外の連携、産学
官での議論、企業間協働体制の構築、政府や自治体、広くは社会との対話を進める必要がある。産学官は、情報を共有しオープンイノベーションを推進することに加えて、とも
に人材を育むことが重要である。化学工学会では、社会起点で越境しながら働く越境人材の育成に力を注ぎ、連携したチームで直ちに対処できる課題にリーンスタートアップ
で挑戦するなど、従来の重厚長大な課題への取り組みとは異なる新しい方法論を提案していく。また、地球規模の課題に対応するためには国際的な連携および国際標準化
などにも学会が積極的に関与し、海外の関連学会とも広く連携して対処する。
学会は、社会情勢に則して変化し続ける体制を構築し、学会内外のステークホルダーが情報交換、議論できる場を提供する。これからの研究者や技術者に求められる広い連
携を意識させ、分野の壁を躊躇なく越えるマインドを涵養することで越境人材を育成する。

多様な評価軸で新たな価値を創造する
20世紀の産業、技術・プロセス開発においては、生産効率やコスト低減が重視されてきたが、近年は環境影響や人間の幸福度など多様な価値基準の考慮が求められるようになってきた。
化学工学会に集う全ての会員は、多様な価値観が存在することを認め、学会は、産学官で多様な未来を描く議論の場を提供する。同時に原子・分子スケールの特性から地
球規模の現象までを的確にとらえるというトランススケール思考の強みを活かし、素材、装置、技術を、最終顧客の価値の観点から見直して新しい価値創造につなげる人材を
育成する。そして、社会起点の課題設定から必要な技術を実装し、価値を創り出すまでを牽引することで、時代や地域の状況に合わせたビジネスの転換を推進する。

化学工学会 VISION 2036 策定委員会 （敬称略、五十音順）
赤松 憲樹（工学院大）、植松 隆史（花王）、小野 努（岡山大 副委員長）、河瀬 元明（京都大 委員長）、菊池 康紀（東京大）、金 尚弘（東京農工大）、古藤田 輝昭（AspenTech Japan）、
古山 通久（信州大）、清水 一憲（名古屋大）、下山 裕介（東京科学大）、能村 貴宏（北海道大）、福田 晃子（ダイセル）、 藤岡 沙都子（慶應大）、溝越 祐吾（三菱ケミカル）
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背景とミッション

Mission
人と科学

技術で社会の
未来を拓く

越境人材の育成
国際連携 国際標準化
越境人材の育成

国際連携 国際標準化

社会起点の課題設定
ビジネスの転換

社会起点の課題設定
ビジネスの転換

学術の結合 技術の結合
データ駆動化

学術の結合 技術の結合
データ駆動化

枠を越えた連携・挑戦
リーンスタートアップ
枠を越えた連携・挑戦
リーンスタートアップ

トランススケール思考トランススケール思考 産学官で多様な
未来を描く議論
産学官で多様な
未来を描く議論

社会実装に関する
学問の体系化
社会実装に関する
学問の体系化

地域・時代に
応じた目標設定
地域・時代に
応じた目標設定

社会実装人材の
育成

社会実装人材の
育成


